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	現場で「安全靴」は必ず着装しよう。
　
工事現場における足部 （くるぶし、から下の部分）の災害は、 その中には、安全靴をはいてさえいれば災害を 防止できた、あるいは軽いケガですんだという ことも少なくはありません。ところが作業員への安全靴の 普及は“安全の三種の神器”と 呼ばれる保安帽や 安全帯に比べて極めて低いのが原状です。 こうした状況から、今後の工事現場において 作業に従事する者全員が安全靴を着用しなければ工事現場に 入場できません。ある調査によると、建築現場で発生した労働災害のうち、足部（くるぶしから下の部分）の災害の場合は、実に16.7％という結果がでています。過去3年間の労働災害を見ても足部の災害は実に102件に達し、これは労働災害の27％しめています。そのうちの約3分の2は、足上への落下が原因指骨の骨折や飛降りによるｼｮｳ骨の骨折によるものと云われています。 足も身の内、大切に使えば一生使用可ものです。 

	

	『現場入場時には必ず安全靴を着用しましょう。』
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何故、安全靴を履かないのですか？ のアンケ－トでは 
　
　
(1 )重い 33.3％
(2) 感覚が鈍い 24.2％
(3) 滑る 13.2％
(4) 疲れる 11.9％
(5) 窮屈 7.3％
(6) むれる 4.1％
(7) 格好悪い 1.4％
(8) その他 4.6％ 
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この様なデ－タが出ましたが重い、滑る、感覚が鈍い、分るような気がしますが 「格好が悪い」とは言語道断と言うべき事ではないでしょうか。 このデ－タは平成9年10月のアンケ－ト実施調査をしたもの今の時点ではこれ程のことではないでしょう。 
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http://www.kyoritsu-pipe.co.jp/anews/anews48.html
